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【チケット料金（税込）】
S：26,250円・A：21,000円・B：14,700円・C：8,400円・D：5,250円

【前売開始】2013年10月13日（日）

初　演：1920 年12月4日／ケルン歌劇場とハンブルク州立歌劇場で同時上演
作　曲：エーリヒ・ヴォルフガング・コルンゴルト Erich Wolfgang Korngold（1897-1957）
原作者：ジョルジュ・ローデンバック Georges Rodenbach

台　本：パウル・ショット（ユリウス・コルンゴルト、エーリヒ・ヴォルフガング・コルンゴルト） Paul Schott(Julius Korngold, Erich Wolfgang Korngold)

プロダクションについて

2014.3/12 ～ 24

2014年3月12日（水）7：00
15日（土）2：00
18日（火）7：00

21日（金・祝）2：00
24日（月）2：00

指　揮……………………… ヤロスラフ・キズリンク
Conductor	 Jaroslav Kyzlink

演　出………………………… カスパー・ホルテン 
Production	 Kasper Holten

美　術……………………… エス・デヴリン
Scenery Design	 Es Devlin

衣　裳……………………… カトリーナ・リンゼイ
Costume Design	 Katrina Lindsay

照　明……………………… ヴォルフガング・ゲッベル
Lighting Design	 Wolfgang Göbbel

パウル………………………… トルステン・ケール
Paul	 Torsten Kerl

マリエッタ／マリー… ………… ミーガン・ミラー
Marietta/Marie	 Meagan Miller

フランク／フリッツ… ………… トーマス・ヨハネス・マイヤー
Frank/Fritz	 Thomas Johannes Mayer

ブリギッタ……………………… 山下牧子
Brigitta	 Yamashita Makiko

ガストン／ヴィクトリン………… 小原啓楼
Gaston/Victorin	 Ohara Keiroh

ユリエッテ… ………………… 平井香織
Juliette	 Hirai Kaori

アルバート伯爵… …………… 糸賀修平
Graf Albert	 Itoga Shuhei

リュシエンヌ…………………… 小野和歌子
Lucienne	 Ono Wakako

合　唱……………………… 新国立劇場合唱団
Chorus	 New National Theatre Chorus 

管弦楽……………………… 東京交響楽団
Orchestra	 Tokyo Symphony Orchestra

※本公演はフィンランド国立歌劇場（ヘルシンキ）からのプロダクション・レンタルでの上演となります。

E.W.コルンゴルト

死の都
Erich Wolfgang Korngold / Die tote Stadt

全3幕〈ドイツ語上演／字幕付〉

OPERA ¦ 死の都OPERA ¦ 死の都

あらすじ

【第1幕】19世紀末、ベルギーの古都ブルージュ。美しい妻マリーを亡くしたパウルは、彼女の遺品に囲まれた「思

い出の部屋」に引き籠り、悲しみに耽っている。友人のフランクに「彼女は生きている」と幻想の世界を語り始め

る。一方、フランクは「死者は戻らないのだから早く立ち直るよう」と忠告するがパウルは耳を貸さない。ある日、

パウルは街でマリーに瓜二つの踊り子マリエッタに出会い、家に招待する。ひとりになると、肖像画の中のマリー

が動き出してパウルに話しかける。夢と現実の見境がつかなくなった彼はその場にうずくまる。

【第2幕】 幻想の中で、パウルはマリエッタを追いブルージュの運河沿いをさまよっている。マリエッタをめぐり、

友人フランクとは恋敵になる。月の光にマリエッタが現れ、マイアベーアのオペラ『悪魔ロベール』の尼僧が生き

返り、男たちを誘惑する場面を演じる。マリエッタと二人きりになったパウルは、自分が愛するのは亡き妻マリー

であって、面影だけ似ている君ではないと伝える。マリエッタは悔しさのあまりパウルを誘惑し、彼はその魅力に

陥落してしまう。

【第3幕】 翌朝。パウルは、亡き妻と過ごした家でマリエッタと一夜を過ごしたことを後悔している。自分の美し

さを誇示するマリエッタは、パウルの敬虔な信仰心を茶化し、故人の遺品に囲まれた生活を嘲笑する。怒ったパウ

ルは、マリーの遺髪を首に巻いて踊るマリエッタを絞め殺してしまう。夢から覚めふと我に返ると、マリエッタの

姿はなく、全て幻想だったことに気付く。マリエッタが忘れ物の日傘を取りに立ち寄り、続いて友人フランクが訪

れる。パウルは、死者への想いと決別し、友人と共に死の都ブルージュを去る。

　尾高芸術監督が 4シーズン目に選んだ新制作演目の一つがコルンゴルトの『死の都』です。コルンゴルトは時代

に翻弄された作曲家でした。1920年23歳でオペラ『死の都』が大成功をおさめますが、その後アメリカへ亡命。

そこでハリウッドの映画音楽などを手がけたため、戦後のクラシック音楽界から認められず不遇な晩年を送りま

した。ドイツでも彼の作品はナチスによって上演を禁じられ、一時は忘れさられましたが、70年代から欧米でコ

ルンゴルト再評価の動きが徐々に高まり、オペラ、コンサート、録音など数多く取り上げられるようになりました。

　本公演はカスパー・ホルテン演出、フィンランド国立歌劇場（ヘルシンキ）からのプロダクション・レンタルに

より上演されます。2012/2013シーズンより英国ロイヤルオペラのディレクターに就任したホルテンは明解な

解釈でありながら独特な作風が話題になるなど、気鋭の演出家として世界的に注目されています。指揮は 11年

『ルサルカ』が大好評を博したヤロスラフ・キズリンクが新国立劇場再登場です。この作品では主役のソプラノと

テノールの難しさゆえ、公演頻度が少ないとも言われています。この両役で登場するのは、パウル役トルステン・

ケール、マリエッタ／マリー役はミーガン・ミラー。またフランク／フリッツ役にはトーマス・ヨハネス・マイ

ヤーが出演します。

Die tote Stadt
オペラパレス│ 5回公演 │ 全3幕〈ドイツ語上演／字幕付〉

新制作
New production死の都
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広島大学教育学部卒業、東京藝術大学大学院声楽科修了。第1回東京音楽コ
ンクール第1位。これまでに『ジュリアス・シーザー』タイトルロール、『コジ・ファン・
トゥッテ』ドラベッラ、『フィガロの結婚』ケルビーノ、『カルメン』タイトルロールなどを
演じている。新国立劇場では、『カヴァレリア・ルスティカーナ』『ルル』『サロメ』『軍
人たち』『リゴレット』『蝶々夫人』『ワルキューレ』『ヴォツェック』『カルメン』『沈黙』
など数多く出演。2013/2014シーズンは『リゴレット』マッダレーナ、『ホフマン物
語』アントニアの母の声／ステッラ、『ヴォツェック』マルグレート、『鹿鳴館』女中
頭草乃にも出演予定。二期会会員。

ブリギッタ：山下牧子
Brigitta : Yamashita Makiko

ドイツ生まれ。ケルン音楽大学で声楽をリゼロッテ・ハンメスとクルト・モルに師事。ミ
ラノ・スカラ座、バイエルン州立歌劇場、パリ・オペラ座、ハンブルク州立歌劇場、ベ
ルリン・ドイツ・オペラ、ベルリン・コーミッシェ・オーパー、ザルツブルク音楽祭、ブレゲ
ンツ音楽祭などに出演。『ワルキューレ』ヴォータン、『ジークフリート』さすらい人、『ド
ン・ジョヴァンニ』『ヴォツェック』タイトルロール、『ドン・カルロ』ロドリーゴ、『アラベッ
ラ』マンドリカ、『サロメ』ヨハナーン、『魔弾の射手』カスパールなどを歌っている。
2013年は、パリ・オペラ座『ラインの黄金』（1月）と『ワルキューレ』（2月）ヴォータ
ン、ジュネーヴ歌劇場『ラインの黄金』ヴォータン（3月）、アムステルダム歌劇場『ワ
ルキューレ』ヴォータン（4月）と『ニュルンベルクのマイスタージンガー』ハンス・ザックス
（6月）、ライプツィヒ・オペラ『さまよえるオランダ人』タイトルロール（5月）、バイロイト
音楽祭『ローエングリン』テルラムント（8月）などの出演が決まっている。新国立劇場
には09年『ヴォツェック』タイトルロール、10年『アラベッラ』マンドリカに出演、いず
れも大好評を博している。

フランク／フリッツ：トーマス・ヨハネス・マイヤー
Frank/Fritz : Thomas Johannes Mayer

アメリカ・デラウエア州生まれ。2009年にウィーン・フォルクスオーパー『ナクソ
ス島のアリアドネ』タイトルロールでヨーロッパデビュー。以来、バイエルン州立歌
劇場、ハンブルク州立歌劇場、ライプツィヒ歌劇場、パレルモのマッシモ歌劇場、エ
ジンバラ音楽祭などに出演。2011/2012シーズンには、『ダフネ』タイトルロー
ルでウィーン国立歌劇場、『ドン・カルロ』エリザベッタでベルリン・ドイツ･オペラに
デビュー。さらに、ワシントン･ナショナル･オペラ、ルツェルン音楽祭にも続けてデ
ビュー。今後も世界の一流歌劇場での活躍が期待されている。輝かしい美声が高
く評価されており、『コジ・ファン・トゥッテ』フィオルディリージ、『ドン･ジョヴァンニ』
ドンナ・アンナとドンナ・エルヴィーラ、『後宮からの誘拐』コンスタンツェ、『フィガ
ロの結婚』伯爵夫人、『アルミーダ』タイトルロール、『ドン･カルロ』エリザベッタ、『オ
テロ』デズデーモナ、『椿姫』ヴィオレッタ、『西部の娘』ミニー、『ファルスタッフ』フォー
ド夫人、『タンホイザー』エリーザベト、『ニュルンベルクのマイスタージンガー』エー
ファ、R.シュトラウス『ダナエの愛』タイトルロール、『こうもり』ロザリンデと幅広い
レパートリーを持つ。新国立劇場には13年1月『タンホイザーとヴァルトブルクの
歌合戦』エリーザベトで初登場を飾る。

マリエッタ／マリー：ミーガン・ミラー
Marietta / Marie : Meagan Miller

ドイツ生まれ。国際的な活躍で注目を集めるヘルデン・テノール。これまでにウィー
ン国立歌劇場、ベルリン・ドイツ・オペラ、ザクセン州立歌劇場、ハンブルク州立歌
劇場、バイエルン州立歌劇場、ミラノ・スカラ座、パリ・オペラ座、メトロポリタン歌
劇場、バイロイト音楽祭、ザルツブルク音楽祭など世界各地で活躍。レパートリーは
幅広く、主要なワーグナー作品、そして『フィデリオ』フロレスタン、『魔笛』タミーノ、
『カルメン』ドン・ホセ、『椿姫』アルフレードなどが挙げられる。近年はワーグナー
作品を中心に活躍しており、2013年のワーグナーイヤーにはベルリン・ドイツ・オー
パー『リエンツィ』タイトルロール（1月）、パリ・オペラ座『ジークフリート』タイトルロー
ル（2月）、『神々の黄昏』ジークフリート（5月）、マンハイム州立歌劇場『パルジファ
ル』タイトルロール、バイロイト音楽祭『タンホイザー』タイトルロールへの出演が予定
されている。本作のパウルも重要なレパートリーの1つとして英国ロイヤルオペラや
ウィーン国立歌劇場などで演じている。新国立劇場は10年『カルメン』ドン・ホセ
に続き2度目の出演となる。

パウル：トルステン・ケール
Paul : Torsten Kerl

コペンハーゲン生まれ。2000年から11年までデンマーク王立歌劇場の芸術監督
をつとめており、05年の劇場新築時にはコペンハーゲンにおける新オペラハウス誕
生の陣頭指揮を執った。今までにデンマーク、スウェーデン、フィンランド、ラトヴィア、
アイスランド、フランス、オーストリア、アメリカ、ロシアなど世界各地で60以上のオペ
ラや演劇、オペレッタ、ミュージカルの演出を手掛けている。特に芸術監督時代に手
がけた『ニーベルングの指環』（コペンハーゲン・リング）、『タンホイザーとヴァルトブ
ルクの歌合戦』は世界的に高く評価されＤＶＤ化された。今までに11年同劇場での
『影のない女』など、数々の優れた新制作を世に送り出している。10年にはモーツァ
ルトの『ドン・ジョヴァンニ』を現代のヨーロッパに置き換えたオペラ映画『Juan』で映
画監督デビュー、世界中の映画祭に招かれた。11年秋より、英国ロイヤルオペラの
ディレクターに就任。13年はノルウェー国立オペラ『カヴァレリア・ルスティカーナ』、
アン・デア・ウィーン劇場『ベアトリスとベネディクト』、トリノ歌劇場『エウゲニ・オネー
ギン』などの新制作を手掛ける。新国立劇場初登場。

演出：カスパー・ホルテン
Production : Kasper Holten

チェコのブルノ生まれ。同市のヤナーチェク音楽アカデミーで合唱とオーケストラ
指揮を学ぶ。1992年からブルノ国立歌劇場の指揮者。合唱指揮を皮切りに、
2001年からは同歌劇場の首席指揮者、01年から03年までは音楽監督を務め
る。04年スロヴァキア国立劇場の首席指揮者に就任。これまでにウィーン国立
歌劇場、プラハ国立歌劇場、ラトヴィア国立歌劇場、ポーランド国立歌劇場、ボン
市立歌劇場など、ヨーロッパを中心に活躍。ブルノ国立歌劇場のツアーで01年と
03年に来日している。09年アテネのギリシャ国立劇場での『ルサルカ』公演での
大成功のほか、同郷のヤナーチェクの演奏には特に定評があり、『利口な女狐の
物語』『イエヌーファ』『カーチャ・カバノヴァー』のほか、ヤナーチェクのオペラ第1 
作目の『シャルカ』も振っている。ドヴォルザーク、スメタナ、ヴェルディ、プッチーニ、
ロッシーニ、ドニゼッティ、モーツァルト、ワーグナーなど幅広いレパートリーを持つ。
13年ブルノ国立歌劇場で1月『蝶々夫人』、2月『イエヌーファ』、3月にはプラハ
国民劇場『ドン・カルロ』などの指揮を予定。新国立劇場には11年『ルサルカ』で
初登場、ドヴォルザークの素朴な民族色やしなやかな美しさを巧みにコントロールし
た指揮で公演を成功に導いた。

指揮：ヤロスラフ・キズリンク
Conductor : Jaroslav Kyzlink

OPERA ¦ 死の都OPERA ¦ 死の都
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東京藝術大学声楽科卒業。卒業時に第10回松田トシ賞受賞。同大学院修士
課程オペラ科及び、博士号取得。日伊声楽コンコルソ第3位並びに歌曲賞受賞。
オペラでは『カプレーティ家とモンテッキ家』テバルド、『ナクソス島のアリアドネ』舞
踏教師、『こうもり』アルフレート、『ジャンニ･スキッキ』リヌッチョ、『ラ・チェネレント
ラ』王子ラミーロ、『イドメネオ』イダマンテ、『フィガロの結婚』バジリオ、東京二期
会公演『蝶々夫人』ピンカートン、『オテロ』カッシオで高い評価を得ている。存在
感と華のある美声と演唱で『夕鶴』与ひょう、『愛の妙薬』ネモリーノへの出演へと
続く。新国立劇場には2010年『鹿鳴館』久雄、11年『夕鶴』与ひょう、12年『オ
テロ』カッシオに出演。12年『沈黙』では主役のロドリーゴを熱演。その歌唱と演
技には惜しみない拍手が贈られた。二期会会員。

ガストン／ヴィクトリン：小原啓楼
Gaston/Victorin : Ohara Keiroh

OPERA ¦ 死の都

死の都
Erich Wolfgang Korngold / Die tote Stadt

フィンランド国立歌劇場『死の都』©Stefan Bremer


